
ジョルジュ・ドゥ・ラ・トゥールと　　　　　L　ラ・トウL－’Lとジャ）°’し゜’1　L－’　’L・　u）

ル・クレール、力ロー、レンブラント　　　　　関1系

の芸術的関係
田中英道　　　　　　　　一リJ）キヤビ『k・’”　・’：’°工卿ンノには・」；’
G。。，g。，　d。　L。”1・。ur、lans　se、　rapP・…　　ト・一…f乍ll　・搬け・瀞）｝1姻1図4，5・

。v。，　L。　Clerc，　C。11。，，，　R。mbra。d，　　6♪があるラ・ト・一’しu／），L’∵瑳徽1｛

P。，Ilidemi。hi　TANAKA　　　　聖フランノワ∴ファビ「ソス’コけシ…］露
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、鏡に向うマドレーヌー1，そしてしンヌの「聖誕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図」をそれぞれ模したものである　ボノしドー大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”〕乏孝父イ｝受　ニラ　　・　　　ト　　rラ　　ー　ノし　イσFくプヒ％ミ三　ノ　、　1」　一ビ上天≧　‘よ　・　　　こ　オt　ρ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ枚の版画を．ジャン・ノし。クし一ノレによるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のとしている（1）　もしも，作者が，ノし・クし一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルであれば，ラ・トゥールと絵画制作ヒでの1柴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い関連が想定されなければならたい　この問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・焦力・ら一拷1察していこう・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・クし一ルの版画はその何点かはで々リー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で製作されている　確実な二点は，サラチェー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二のタブn一を模した1619年の年代と1暑÷名があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る「聖母の死」　（図1）と、署一名も年代もない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が．作風から確実に彼の作に帰せられている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「エジプトでの休息一、（図2）である（21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さて，このル・クレールの作とされる：つの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グルーフ「σ）版画を比較してみよう、r聖母の死」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に於て、ル・クレールは，巧みな技巧を駆使し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て．彼の師サラチエー二の原画を忠実に模写し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている（3）、背景の建築内部のバース・・クティワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によって奥深く伸びていく空間は，十分にイタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リア絵画的な表現となっている、又，むしろ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空間より4，人物像の描写が，表現に富み、衣服

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のひだa）扱いが巧みで洗練されたイタリー風の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手法を示している。明らかな折衷主義にも拘ら
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ず・これらの作rl“τ1は・…　！1　L．T）キャビ．仁・デ・エ　にkるジャ．．ヶ・カけ一ご）カ”／　llゲには、こ、b

ス々ンの最初e百1レ∴L漁・・／／・・1・ll・1・あき　演イ訟．1とll1」じ剛象一（弛・りもう・枚回｝友画J）

らかに異な一て嘱・こ摂点はr’・　・J一風のri・在を指！献て：．・・　・’・）。i　’tlf．・椥臆1｝1∫猷駄は

夫現も動きもなく・ラ・トゥーノ鼠わ1京画にllD長　　るかに良く仕ヒげられている、プ己右逆になって

する表現の簡素さと庁争かさが表現されている．　いるが、kり巧みに、そして炉〕精神をこノド⊂

そして・狭くあ岐い細1燗…舷で威厳」・あ作らオじひ．）　（6）」、もしもこれがヵ／1｛1　II　J．／“J，．、．

る人伽・一1川・u）　｛，ビ．♂所卜一一ノ・・作il“・には・…．卜NI。・i。tt。、・販，ll・・が鼎1づ一る様に，

見ら糠いいで痂実1難胤だ総湘，L・ヶし一嘱魁すれば忍己傍るこ噸、i
牢蜘があるこれら♂1エ・チジ湘1慰巴は．　Y［！・kらくこ峨・嗣，た版1、ゆコL一とも考

紘晦が長驚糾1錨んでい培．UえD，縁う．とのし”’，i”t’ユ1阪画がいクし
1二見えること・そし抄奴と！に峨去はサー酬・と伽三凱ひる（ul　u、．教晦画kLt

フチエー二に倣った1枚の作品には見あたらぬ　　　　一一，
こ・肘角糊臨，）である　　　　’くて踊に劣る紬勲・る・
　　’一一　　…」エ　　　　　　　　　　　　こL・り1演奏会1が，ノし・クし一ルの作riuTTだと仮

汽に縞2瀬1白」」蜘聴細朔ナる作定Lて．・、・，．kう．はたLてi・．卜，一，し峨巌

品があると 塾ばハ1几りキャビネヴ・エ7・　f．tした赦・，　川と筋か、？）類似がある廷ろう

ンノ1三ある・夜㌧噸4『」で■図3：1であろうか？／禧1か1・一醐ける人。」（b。］　4）「鏡

ヘリ砥は・最伽ケ’レー却撫蜘Ill・・訥うマドし一ヌ払［。15忌してr－．、1ノ画曽

コレ階厩て…し’　，9しL・呵慢叛て侶．咽6〕1には慣したテクニ。クがある。

いるてれは・ミユン湯ヅコニ訊そして一阪ば，醸、岐殊燗いがはっきりし一（　L、

リに嫡い・クし一ノ剛・／i題隔1・鍬し鰍‘る．だが，．乎髄畷現は燃ではないし，v＼

られたものである！5Lこれら三ズ画由彩画・坊f象は1．！，．．　E．i　ilではあるが洗糸鵜れてはいない一一．

は1°峠ど以物が匡‘中に置紳蝋燭胱ノy・，－i一演絵ヨ・は，　1、fJ　J－U　lb－　c7，偽蝋画家ジ

に照・ヨtたテ　玩び）II肌・座り・・緒にf・・∫ヤ。・・ヵ・…醐・徴鋤醸拙て、、るプノ

か川・を歌っひ’M無・・欄には一プ冒・一にあっては沖ふくらみに脇れた線は，
オリン儲が1肋って／｝i随つけている・撫」’寧に棉・描］il　．，れて籾二．1一ア、スにllでむ工

男がい誘惑に聴委ねて・・る儲麟に抱。チ〉　…　T，法が川いられて，、る、、である．こu，

搬侑的叫乞テープ’レL・！・前で獅．撫li姻・・嬢はt　，．；［1り細1勺で，　yl．体像或い職体

男に雌あてている．椥i犠こ切躁を忠実1・k艦1学や均整r、一破際に近く趨されて、、

に槻しrひるが…1漣・・ノ・像はつ鋼さ桐Σ・る）こ畑・版画と甲！飴」と酬」には、技・f」

〈・　BJJ暗」　1）二JLアニスも翫ていない．これに・・ノ乏び榊陵馴渕1似より蜘異が，　llv，：つu，で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

1’て・エドウアー一’L・モ・一ノ・Ed（／　uard　Meaume　　ある。
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　　　　　　　　　1621年1二…・・1・レーt　／」　’1，r……ウら・あ・・う・烈掛；1・．彼J・　L」」・1引・帳：’働・Uヒ

　　　　　　　　し．一一《に殆｝ってきた11　．ii：．　一｝1一ラ手．IL－一二のイ｝丁左旦　認IV）られな！’・’））であろ

　　　　　　　　・、ガ評。、．ジe－　．L　Ji－．し㍗・伊一・槌憶　い・し一・ぼ液酬一1い1昭絵t・〈i　’U”

　　　　　　　　u．　J．t－　Lてく、ヴ．，、：一以、り・」・）．最即・絵III・iJ動　　・く使」軋拝・み貢ど♂）作lhTI：1はラ゜団一砦｝

　　　　　　　　きをもたらした　・L・7し…　レ、り　聖フワニソ　　いかさヒ師　 「聖’・ナロLり1イi認　或いコ：・レー

　　　　　　　　唖鋭は、ラ・ト，トー釧駐題卵・品と碗♪牧x’　・b　kNL拝に説融栖力・紺

　　　　　　　　あ鞭似髄い1　1－…ン・噴沼望を見ヒ遷］・物思比カミ規恐賦…’ト［t’』－1［

　　　　　　　　げ一隙細だ手倒・㌃・短持∵ひろ好力f；’　ri一け・蓄齢抑1嫁で編た沼じ゜’し’

　　　　　　　　には．い簡呂力・暗がい・匠縫，；払でい・レー・し蜘一ドひた悼駕・だ括が一テ

　　　　　　　　るノ1千．。肺には．1傭餐、蝦胤で見て・・ラ砥が南k流ll頗いケし一甘

　　　　　　　　いる畔恥縦が，ll・。けリ」を弾・て・一舗き・卵・・ト・スケなや：賜な画lf　渦

　　　　　　　　るこれらすべては．＿一・．Fラー・＿二渦認をは（1…　al　．，Lト・v：紙に｝・オ・ば輔蜥1／o　，1

　　　　　　　　得た、嚇い・好＿・．・u・作，1は暁11・さ義肩・宙．咽ll倣か読悩姐8哩1二，、

　　　　　　　　脇るい，、＿し融創Mll－t．そ磯稲紘・）1舷・欄綜孝父齢榊匝ll拷え臆

　　　　　　　　にあり，難浮混れt、仁う娼せた物思い気なL’・培’・一・ケレー11は証磁1には∴冠

　　　　　　　　な描に奴）・方…・マン折聖フ・・二・・r・・卜派・偽訓．憧Lたがゼい列’ウー

　　　　　　　　ワ1岬稼は、天使，・倣，そLてい・し一’Lは・－1ノ・一罰じく・　ンンジ励麻’や

　　　　　　　　収憾傷厭矧を省き、fu）に・了・ズ雌信1即蜘られ耐凱ワノがJ：蜘劇山ノ鮒【li

　　　　　　　　川いて人舳硫と、ツ．臥像嚇成1・J・・1）脚瀬艇／，って才凱作［［龍で！劉灘が

　　　　　　　　強烈で堅障、表・ラ己齢んでい紳　　　 見られるからで奴仙

　　　　　　　　　　ノレ・．’・し一・レのこの階ミフヲンソ・．アL・r．舷悦．1

　　　　　　　　（図4）と一・リゼ氏にkl〕、彼に帰せられてい　2・：ハト［’・　L一ノしとジャ・ケ”歴一

　　　　　　　　る版画との川にも渠た同じ相違点が指摘されう

　　　　　　　　る、騨さが椥・iロ・いて臥きなり．砿物　二1・団…しといケ・一・しL・］）除植接・燗

　　　　　　　　像酬話とい弾純さ1・爬，ているゾ・・喚随河峻する資料隅控・りとこ痢一’つない

　　　　　　　　物が，《峯各．　i「一羽く二》J構1・1・坤で，湘川る・・が・ラ・1・・…しと・椥嫁ジャ・tl”1コ　t！　H

　　　　　　　　に脚，琳と後に御、匝り，伽・ノ、は，L．7澗には，一コ・が1莫lf絶もったことを鮫の

　　　　　　　　逆光、艸にいて健多終組湘組ておりここξ・根拠がある：・・トゥー－t・・犠理椒父岡で

　　l、強慌々い・燗｛性を現、［Uさせて1，・・るも教家，，1’」i：　．f・…r…賑・帽功竃・1623｛トに彼

l　　しもこ川11に・・’・・一・レu・ilな轍を賄そ・・」i・物・b魁を骸はうにウ1…二1／瀬LたL」i：

　　　　　　　　うとすれば，鋭横顔瑠llい鰍らいc］・も・）で’．J（’があり・彼を膿℃汰は・紬1いに腿を
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えていたと推測される」’・　；らである加一はつ　さが、1由隊のデッサンカと画面σ・気品を／呆証し、

　ン1ブf　ル｝：1”でコ：と雑己し　く、　こu）ll芋《，　、琶巳リ　iゾ・イ　　　て瓦＼ζ）一］｛1　3）、

こ司ピ聖へ㌧一のlll舳とヂッサンを彼u）た　これら1点の版【由iは一。様に一・脚蝋燭一tt！K｛

　めに描いた（10）、　　　　　　　　　　　　　　　c）された場面を描き，後者の場合，幼児キリスト

　1621年にイ’？リーから帰一ったカローは・当時　と前景しり明｝暗の強い対比が彼自身を浮きkらせ

）リブ「しンソェにあっf・・i5t練さ枇技術によるる効果を4，っているジャック．ヵ。－1よこれ

腺甑リァ収ム　勺艦鋤ちhl・った・・622・，・1）1乍　　を，・627年1聯法が全盛期であったネ

肋吃鯛や・リー畑内，「－f・　i［　ilし風粥｝t一宛ラ・ドに旅徳したf受に描いだここ1こ

きヨこは・伽版1喉ノ’ンぐレや・G・伊クは北ノノ励芳。。財即，1・i：想を認める．事が

の髄庶踊な「・】稼と棚・鴎1」しう・…すぐできる1テ・しノ眠1ま一一鋤蜥り」とラ．

れたでダリ　厭技肥11態吠きさがあト・…しu）リd：、り。セブ」、1）ll｝Jにあるつなが

る（11）・　neこは地加ワ＝7　〉ス画家・・催川さ・こ’1〕蜥摘している聖三1一ヒ刀，かがんでいる様

り酪さがない1柵を地面において・姥・・たi－　L・セブに対するキリスi、L，1）蝿がf取お

甥が陰うつな蝋を歌っており，こu）姿は・）、姓報い一レ，たりとした衣縁とって

ラ゜ト・一し・ゲ手1・1し1虫閑単き」け凋羨いる／〈Liリボこで髪を結った・｛珊ばラ．トゥ

術飾の石に腰をヵ・け一1貯を地面に置いトひ一／レu）　f／　i：に倣った・夜肌をする人。」（図6）

る姿を思咄させる1山∫1・嫁と／…蝶師」・堂・噸画晒1母に　鱈している、秘である（14），ヵ

々たる体弗；と量感のある楽器を巧みに表現して　　ローの「トランフ遊び」と，ラ・トゥールの「い

いる、この一二つの形体の組合せが，構図に見事　かさ童師rrニューヨーク．メトロポリタン美

な安定感をfJ一え，同時に強い緊張感を与えてい　術館）或いはr聖一テPVり否認」　（ナント美術

る　カローの「手回し風琴弓単き1は，やや右の　館）を比べても，構図Lと，その主題の風俗的

方に傾いて、手回し風琴の重さとバランスをと　な意味での類似点を認y）ねばならない、この二

っているのに対し，ラ・トゥールの「手回し風　　人の画家の関係は，確かに儀礼Eの訪問の枠を

琴弾き」は，左に反りtk’がら，更に，電い楽器　越えていると感じさせるものがある

と均衡をとる為，足を伸して交差させている　　　制作年代のわからないカローのデッサンの数

この形とカ」）組合せがこ・り単純な人物図に威厳　　々が，それを更に裏付けている。エルミタージ

と写実性を学えているのである（12L　　　　　　　ユ美術館とルーヴルにある　「二人の僧侶」（図

　「トランプ遊び」と「食前の祈り」の二枚u）　8）のデッサンがそうで，この図ではテ＿ブル

カ゜一の夜の光1姫洞郷a’ラ・トゥー・・・二に向い合った二人・・フランシスカン派の僧力・描

つの作品に近い一カローの「無駄のない描出力，　かれ，一人は書き他の一人は書物を読んでいる

矢酌構，シルエ・トの扱・’のこの一liない鮮か　（裏側1・は三人の兵士が描かれている）（15）。こ
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図一1〕作a－fく詳・　一、酬曽！呂・．・・ト・’ぼ・／棉1・、

　　　　　　にもと1：　（版画

　　　　　An・・yln・，　L…’deit．x，〃θitl　c・．、，9r・vし1・c・F・1・r（i　．s

　　　　　　I1a　’F（）ur

，　　　，　　　　一　’6r　・　　　　－　　　　　　　　　　　　　　・

　　　：　　　　　弘一輯　　　　　　　　’∵r鷲　　』if麿『、∴　・　　　　　’、
　　’、∫　　　　ぞ　　　　　’　　　　　　　　　・馳E　　・二　　　　．k［　　　　’
　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　「　　　　，　　　　．誰～．”　　　　　さ
　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　～
．　・　　　　　二　；　　　　　　　　　　　　　　　　　斎
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　漣　　　噛も
　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　t　・
　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　奮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，凹

　　　・．筆．　　　　　〆
禰／：一一li－司 　　　董　　　1｝／

　　　　　　　　　「　．

　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

1’zl　5♪　　／乍者’K）tl　　鍔工1二1司う・、・　ドし　　一’《　　　　・〉　・　ト　・，

　　　　　　　　るの作III」1，にもと’i”く版画，

　　　　　　AI）・nyllle，　La・、fade／eine　c’～～ノノ～irθir，　gravure

　　　　　（raprさs　La　TOur
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L’　・）　一
．　」1，1

・ゆデ・／＋・出同嚇図をとバぐいる　1）　．1一した衣服一漆、1申こ㍑鱈呼が，ほとん

が一忙刺ミ垢∴…1！，・・’　．・　：・は・－」．・・ト1・ど同じ梅いじひろll佛ひるユ醗線、・）

一 ノしLt）コヒーで奴・－L・『・1：…1聖フラ1ソ・1・　・・，・僧II・　は、　Lン局・1・にキ・以喉、。ンし

け一と明らかな類似を指摘一一1一ることができ『る　　エットの構想を学えたと考えることができζ，

轍周II階セ・1いイ航にし・てユ［［・，Lフ允ソワこ・E臨、澗翫，如…葎”一べきも越いえ

であろことがわが）口・…妬国のレ脇竪kb絵の懲1し唾1・’｛線翫蝋燗コ（．，てLk

が・絵紳では一軸ごに取って代つている光・㍉これた影・・肋脳ナ応し明噛・）強い気照

が乍Fりlz部から入りこみ．　卜字架と㍍側J’）　・（“’i　は、人像をそれぞれ強調している聞

侶を照らしている　この情景は．かつてジャ・ソ　　　タ・レト・バ肖フ氏は，へニドリケ．rfトムト

ケ・カr・一に帰せられていた1’tノいり僧1呂1　にitろ版画アtiム・エ1しスパでマーの作品をイこ藁

図4晒椥崎！と！咄きせろこパゆ・㍉した「フrLモ聴描一柳塚のジュヒに
一1

｝’　）塑’ト・別留・娼た版画・嘲・閥連性1が、撫・・巧・隠こ嚇！1妻嚇bxl　cb

からコ・岬稼L’1）除劇鋤な．交流豆濾さ仁靴し一湯，珪牡た謎べ7，ジュ，二

せるL・1）である　　　　　　　夕一が儲・J罰顕を紐て座・〕，テー画酬＝
　　こL’　）ラ゜団一畑い｝1舳・）r確はナ・シーu蝋燭に／tりほのか1こ陀，きれていζ，そ、略

坦砺瑠瀞ビ’・ト・1・一一1し・唯品u）tt／くを模ばかりでな台｝際冶所？＼嘘∬い贈待

写鞭画1コ・っ’で拡続と想定量る・きしてが識・に・ユ・弓、・・1魯L」嚇図鮒剛1さ

く認らくし〉．・　”　．’”ラ・トが・二・・ト・訊を矢・りせる（1・8）しかし細いはざ長婦腹品嫁

えたの出コuの版【・聴通じてであった（16）　J！・なビ釧瑞・噺的ノ観が褥辞テー　一’、・に．］it3俗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性を㌧ピC・る．し〉・・’・”ラントの聖趣・）1己景ほ

　　　3・ラ゜ト・一・・とL　）一ブラ凋・　　そ・・）繍［、　・・）過剰を・隠えてこ、・・場而二ふヨ，し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い簡素さと荘厳さを与えている．

　　弼のジャ・ケ・r・’ル…’凋ご咲術館こ　こσ）「エマ七・・巡礼」は一1梱こ畑、幡7）

あるし・ナ〉ントa・「・r－　一・・／－u）巡L」r1631年絵であ・〕、1648イ1…）「・・マオ、・li免餐’k曝、

頃冒図7）と一一’〉・ト・一し・噌棚・模した1蒙・」的でさえある畷酬〔暗さ酬1で使徳・レ

「’　’・ノの鮒呂一．「・1川に絵剛劃／慮関係があ人の恐／忙1齢た顔と一好を引．ぺ腿した

ろように感じられる一後にそりかえったキリス　後に、ド伏する他の使徒は，キリスト・り孤独で堂

トのシ・レエットが絵・リイ1側を領し．その威厳の　々たるシ・しエットを強ゐるしり役・t！lっている　奥

ある態度は・版画捌1．哩フラ・ソ・…姿槻圭った所で源吸榔／｝いできあがうし睦f与

kく似ている　　一人が逆光線のうちに，他の’　っており，かすかに炉の火が明ろい　しンブラ

人が光線・艸に冨5気・「1’1’，・J．）ある横顔・　・・b・・た・阻この場面・擶業輌榎避翻する畑、
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余計な部分を押えている　その単純性一の志llり　いる　このとき喫でにつ・トゥー・しが彼の「一夜

はつ・トゥーノしの「二人の僧侶rに通じ，人像の　　明しをする人々一をすでに仕［iげていたにちが

明暗法の効果を一層高めている　　一一人の1由1家の　いないと考えられる　様式Lしンヌ亮術館の

作品の川・り！し通点はこの絵だけに限られない、　ラ・トゥールの「一生誕図」の伯∫品の年代はこ」）

ヴァ｝・ティー・レ氏は、アムステ’レゲム，レイ　時期より以前にf、’t二置ずけられるから，しンプラ

クスミュでイアムにある　「聖家族1（図9）に　ント＆その版画作品「夜明しをする人々」から

ついての研究の中で、こu）絵は，ラ・トウール　影響をうけ，人物像とその微妙な光v）あて方を

を模した版画「夜明しをする人々」に影響され　学び取一，たと考えられる　しかし彼は、「エマ

たと考えている（19〕、祖母と母が，ゆりかごび）新　オの巡礼」の「「1のキリスト像に行なった様に模

生児を見て夜明しをしている　マリアの後に隠　倣でなく家族的でやさしい人間性を与え，広い

された光がオランゲの家の内部空1用を照らし出　　空間a）中に自由に再構成したa）である、

している．　　　　　　　　　　　　　　　　　しンブラントの夜の光景図の多くに，ラ・ト

　聖ヨセブが階段のドの暗がりで、ひかえめに　　ウールの図像との類似をみとめるのは中々興味

忙しく、itl働いている　この作品はしンプラント　ある事である　彼の1646年の日付のあるミュン

自身の作かアトリこ11・り作か意見が分れるが、こ　ヘン絵画館にある「牧者の礼拝」は、5人の人

の親しみ深い情景は画家に仁り明暗の対比の中　像の全体の構成が、ルーヴノレに展示されている

に、茶色と金色が浮き川したし一，くりとした調　　ロレーヌの画家の作品と殆んどi司形である事を

子で描かれている　一：人の人像がこ角形を構成　示している　人物像は，中央に幼児でエスが藁

している　これは「夜明しをする人々－！の蝋燭　のヒに横たわり手を組み合せた聖アンナ及び蝋

を持つ女のつくる影と「夜明しをする人々」の　燭を持つ聖ヨセブがその周囲で’卜円形を形成し

全体によりつくられたる角形に・致する　この　ている　レンブラントの作品ではその人物達に

二作品とも，アンナは布帽子で髪を装とめあげ，　洗練された動きがあり，しかも形が自然であっ

イエスを見ている　そしてマリアが，軽く前に　て／，，影響を与えたのがラ・トゥー・レであると

かがんで膝のLの本を読み瞑想している　ijil囲　見ることは，，・∫能であるkうに思える一レンブ

気は憂欝な感じがあることは否めない　しンプ　ラントは新たに．ラ・トゥー・レの絵の人物構図

ラントにあっては、周囲を包む闇は中央の人物　　を広い情景の内の中・巳・点をつくり出す為に使川

達に注意を集中こせ，そこにある奥f∫きをつく　した　広い情景を構成するのはこれら五人の背

りヒげている　　　　　　　　　　　　　　　　後に，　ヨ1礼拝の博irと厩のノく梁とがつくり川

　こu）作品の制作イF代は必ずしも明確ではない　す空間であるt

が，／。ししンプラントの作とすれば1644年頃か　　　この絵画llの共通点は更に，ミュンヘンの

或いは，1640fFU）少L以前に年代が突定されて　　「埋葬」で隠された光の中に，そしてエルミタ
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